
令和 6 年 6 月２６日 

教 育 委 員 会 
 

「（仮称）北九州市立図書館基本計画」の策定について 

 

１ 概要 

北九州市立図書館の今後の運営方針及び事業計画として「（仮称）北九州市立図書館基本計

画」を新たに策定するもの。 

 

２ 策定の根拠・図書館運営の状況等 

【策定の根拠】  

 「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成２４年１２月文部科学省告示）において、

「市町村立図書館は、基本的な運営方針及び事業計画を策定し、公表するよう努める」とされて

いる。 

【本市の図書館運営の状況】 

これまでは、市が主体となった運営方針等は策定せず、付属機関である北九州市立図書館協

議会に図書館のあり方を諮問し、その答申を基本方針として図書館運営を行ってきた。 

今回 5 月に受けた答申を踏まえ、市が主体的に計画を策定し、それに基づいて図書館運営を

行う。 

【今年度策定を行う理由】 

市全体の将来ビジョ ンである「北九州市基本構想・基本計画」が策定されたことに加え、   

「次期北九州市教育プラン」も今年度策定中であることから、これら上位計画を踏まえた計画策

定が可能であると判断したもの。 

 

３ 計画期間（案） 

計画の実施は令和 7 年度からとし、令和２２（２０４０）年を見据えた将来像を設定し、具体的な

事業計画は概ね５年ごとに見直しを行う。 

 

４ スケジュール（予定） 

Ｒ６年 Ｒ７年 
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参考



 

はじめに 

北九州市立図書館では、平成１４（２００２）年以降、本協議会の答申を基本的指針

として位置づけ、これを踏まえた図書館運営が行われてきました。 

 平成２８（２０１６）年の前回答申に基づく５０事業については、その全てに取り組まれ、

各成果は毎年度、図書館評価として報告され、本協議会による評価も付してきました。 

しかし、前回の平成２８（２０１６）年答申から７年が経過し、図書館を取り巻く環境が

変化する中で、読書バリアフリー化の促進、新型コロナウイルス感染症流行を契機と

するデジタル化の急速な進展など、現在、図書館には多様化・複雑化する課題への対

応が求められています。 

 そこで、令和５（２０２３）年５月に中央図書館長より、これからの図書館のあり方につ

いて検討するよう本協議会に諮問が行われました。本協議会は、市民アンケートによ

り、市立図書館の利用状況や市民ニーズの把握に努めるとともに、他都市の公立図

書館の視察を行ったうえで、これからの図書館のあり方について検討を重ねてまいり

ました。その結果、図書館の基本的な役割は大切にしながら、新たなニーズにも対応

できる図書館となるよう、図書館運営の指針として、３つの「基本的な方向性」と８つ

の「施策の方針」を本協議会から提案します。 

今後、この基本的な方向性及び施策の方針に基づき、図書館が具体的な運営計画

を策定されると伺っているため、今回の答申では具体的な事業内容等には言及せず、

基本的な方向性及び施策の方針を示すに留めています。 

この答申がこれからの北九州市の図書館運営に活かされ、北九州市立図書館が

より多くの市民に親しまれ、学びを支援し、生活の充実に資する場所となることを大

いに期待しています。 

 令和６年５月 

 北九州市立図書館協議会 

 会長 中尾 泰士 
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北九州市立図書館の課題 
                                                               

                                                             

                                                                    

                                                            

                                                               

                                           

                                                                 

                                                            

                                            

 

 

◎市民ニーズ 
（アンケート、視察より） 
・読書習慣 

・図書館の利用傾向 

・図書館を利用しない人の実態 

・図書館に求める取組 

・図書館に求める役割 

◎社会の状況 
・北九州市における人口の動向 

・北九州市と多文化共生 

・コロナ禍を契機とした社会の変化 

 

◎国や市等の動向 
・読書バリアフリー化の推進 

・デジタル社会への対応 

・子どもの居場所づくり    

・北九州市基本構想（新ビジョン） 

◎市立図書館の現状 
・図書館施設の再整備 

・これまでの取組状況 

 

◎図書館の利用状況 
・貸出者数 

・貸出冊数 

・利用者の満足度 

これからの図書館のあり方について（答申）  

【方向性１】 

誰もが利用しやすい 

図書館  

基本的な方向性 

【方向性３】 

市民や地域と協働する 

図書館  

【方向性２】 

人が学び、やすらぎ、 

つながる図書館  

７ 市民との協働 

８ 地域との協働 

４ 子ども・若者の読書活動の 

推進 

５ 市民や地域の学び・課題解決

の支援 

６ 人が交流し、安心して 

過ごせる空間づくり 

１ 図書館の基本的な機能の 

強化・充実 

２ 社会の状況等への対応 

３ 図書館利用の促進 

(3) 図書館からの 

情報発信 

(2) 図書館利用者へ

の支援 
(1) 読書環境の整備 

(2) 地域との協働 (1) 市民との協働 

(3) 「やすらぎ」と

「にぎわい」の

場づくり 

(2) 市民・地域の 

学びと課題解決

の支援 

(1) 子ども・若者の

読書活動推進 

施 策 の 方 針 
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